
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
は
、
も
し
も

の
時
の
た
め
に
、
自
分
の
希
望
す
る
医
療

ケ
ア
や
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
前
も
っ
て

考
え
、
家
族
な
ど
信
頼
で
き
る
人
と
繰
り

返
し
話
し
合
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

誰
し
も
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
け

が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
終
末
期

な
ど
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
70
㌫
の
人
が
医
療
ケ
ア
な
ど
の
意

思
決
定
が
困
難
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
人
生
会
議
で
事
前
に
意
思
を
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
信
頼
で
き
る
人
に
希
望
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
で

き
、
家
族
の
精
神
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
な
ど
周
囲
の
人
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
味
を
持
ち
ま
す
。
思
い
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
う
ち
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

人
生
会
議
で
話
し
合
っ
た
内
容
は
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
ま
し
ょ

う
。
病
気
や
け
が
で
意
思
表
示
が
で
き
な

く
な
っ
て
も
、
自
分
に
代
わ
っ
て
判
断
す

る
家
族
な
ど
が
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と

で
活
用
さ
れ
ま
す
。

希
望
や
思
い
は
、
時
間
の
経
過
や
健
康

状
態
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
定
期
的
に
振
り
返
っ
て
、
繰
り

返
し
話
し
合
い
、
書
き
直
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
信
頼
で
き
る
人
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い
る
こ
と
や
保
管

場
所
を
伝
え
て
お
き
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
内
容
＝
あ
な
た
の
希
望
」
で
あ

る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

◉
配
布
場
所　
い
き
い
き
長
寿
課
、
各
地

区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
城
市
北

諸
県
郡
医
師
会（
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）、
都
城
市
・
三
股

町
の
医
療
機
関

な
ど

これから高齢化が進んでいく中で、ＡＣＰの重要性がさ
らに高まっています。当法人は、病院と介護施設の運営を
通して医療と介護が必要な人を一体的にサポートしていて、
現場でも積極的にＡＣＰに取り組んでいます。
医療現場で急変対応に当たる中で、本人の希望を家族や
医療・介護スタッフで共有しておく重要性を日々感じていて、
診療の都度、本人の希望をよく聞き、ご家族にも確認する
ことを大切にしています。また、検査などのタイミングで
ＡＣＰについて説明することで、家族で話をしてもらうきっ
かけづくりにも取り組んでいます。
大切なのは「最期に向かって、人生をいかに豊かに過ごすか」
という視点です。若いうちから、自分がどうありたいのか
人生プランを考えておくこともおすすめです。
ぜひ皆さんも、まずはネットなどで人生会議について調
べることから始めてみてください。

人生を豊かに過ごすために、
家族で話してみませんか
医療法人吉誠会 吉見クリニック
院長　吉見 雅博先生

I n te r v i ew

自らの最期について考えたことや誰かと話し合ったことは
ありますか。誰しもいつか必ず直面する心や体の衰え。市で
は、一人一人が住み慣れた地域で最期まで自分らしく暮らし
続けることができるよう、在宅医療・介護連携推進事業を通
して「人生会議」の普及・啓発に取り組んでいます。

◎問い合わせ　いきいき長寿課　☎23‒2685

住み慣れた地域で、
自分らしく暮らすために

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見
と
任

意
後
見
が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
は
、
す
で
に
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
た
人
が
対
象
で
、
家
庭
裁
判

所
が
成
年
後
見
人
な
ど
を
選
任
し
、
法
律

的
に
支
援
し
ま
す
。
本
人
の
判
断
能
力
に

応
じ
て「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
つ

の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
任
意
後
見
は
、
本
人
に
十
分
な

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
将
来
の
支
援
者

と
契
約
を
結
ぶ
も
の
で
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
後
に
、
そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
支

援
が
始
ま
り
ま
す
。

家
族
や
親
戚
な
ど
の
ほ
か
、
福
祉
や
法

律
の
専
門
家
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

地
域
の
人
や
団
体（
法
人
）
な
ど
が
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
定
期
的
な
訪
問
や
生
活
の
状
況
確
認

・
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理　

・�

医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

手
続
き
や
契
約
の
手
伝
い　
な
ど

　
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
報
告
義
務
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
食
事
の
世
話
や
介
護

な
ど
は
職
務
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

成
年
後
見
制
度
の
種
類

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

成
年
後
見
人
の
役
割
は
？

　
次
の
相
談
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

福
祉
課
、
障
が
い
福
祉
課

・�

各
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
都
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
）な
ど

詳
し
く
知
り
た
い
時
は
？

認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が不十分になると、契約や財産管理が難しくなることが
あります。成年後見制度は、そうした人の権利を守り、自分らしい生活を継続できるよう支援する仕組みです。今
回は、制度や支援の内容について紹介します。　　　　　　　         
	 ◎問い合わせ	 福祉課	 ☎ 36-8711	
	 	 障がい福祉課	 ☎ 36-8715

本会議は平成24年の発足以来、判断能力が低
下した人の権利擁護を法律・医療・福祉の専門
職が連携して推進してきました。市民の皆さん
が制度を身近に感じられるよう、講演会や個別
相談会を通して普及啓発に取り組んでいます。
今年度の開催が決まり次第、広報紙などでお知
らせする予定です。ぜひ参加ください。

専門職が連携して支援します！
都城市成年後見ネットワーク会議

都城公証人役場 公証人
都城市成年後見
ネットワーク会議　会長

久保 朝
と も

則
の り

さん

自分らしい生活を送るために
知っておきたい「成年後見制度」

や
ろ
う
よ
！
人
生
会
議

エ
ン
ディ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
こ
う

エ
ン
ディ
ン
グ
ノ
ー
ト
・
人
生
会
議

漫
画
を
配
布
し
て
い
ま
す
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